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問合せ▶　市民課市民協働係（☎内線1027）本

　
私
は
障
害
者
に
な
る

ず
っ
と
前
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
少
女
で
し
た
。

体
格
や
力
強
さ
が
男
子

に
劣
る
こ
と
を
経
験

し
、
さ
ら
に
体
育
の
授

業
は
男
女
別
だ
っ
た
の
で
、
「
ス
ポ
ー
ツ
は
男
女

別
が
当
然
」
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
ボ
ッ
チ
ャ
の
世
界
に
飛
び
込
む

と
、
固
定
観
念
を
覆
さ
れ
ま
し
た
。
性
別
、
年

齢
、
障
害
、
国
籍
、
言
語
…
違
い
を
越
え
て
一
緒

に
戦
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
私
は
昨
年
か
ら
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
仲
間
と
練
習

中
、
女
子
選
手
が
男
子
選
手
を
負
か
す
場
面
を
よ

く
目
に
し
ま
す
。
私
も
男
子
選
手
に
勝
つ
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
性
別
は
気
に
な
り
ま
せ
ん
。

「
個
」
と
し
て
、
そ
の
ラ
イ
バ
ル
に
勝
て
た
！
と

い
う
大
き
な
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

　
ボ
ッ
チ
ャ
の
特
徴
と
し
て
、
男
子
の
パ
ワ
ー
に

圧
倒
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
正
確
な

シ
ョ
ッ
ト
と
、
相
手
の
先
を
読
ん
で
駆
け
引
き
を

す
る
戦
略
に
よ
っ
て
、
女
子
選
手
も
互
角
に
戦
え

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
審
判
員
や
ス
タ
ッ
フ
は
性

別
を
問
わ
ず
活
躍
し
、
ア
ス
リ
ー
ト
を
支
え
て
く

れ
て
い
ま
す
。

　
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
は
、
公
平
性
を
保
つ

た
め
に
、
「
ク
ラ
ス
」
や
「
持
ち
点
制
度
」
が
設

け
ら
れ
て
い
て
、
使
え
る
道
具
や
補
助
員
の
有
無

に
制
限
が
あ
り
ま
す
。
障
害
の
程
度
が
似
た
も
の

同
士
で
順
位
を
競
う
の
で
す
。

　
で
は
、
性
差
は
ど
う
扱
う
の
か
。
ボ
ッ
チ
ャ
の

ペ
ア
戦
と
チ
ー
ム
戦
は
、
「
女
子
選
手
を
含
め
る

こ
と
」
と
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
個
人
戦
に
つ
い
て

は
長
ら
く
男
女
混
合
で
し
た
が
、
パ
リ
パ
ラ
２
０

２
４
に
向
け
て
男
女
別
に
規
則
が
変
わ
り
ま
し

た
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
国
際
的
に
大
会
に
参
加

す
る
選
手
の
男
性
比
率
が
と
て
も
高
か
っ
た
と
い

う
背
景
が
あ
り
ま
す
。
国
際
ボ
ッ
チ
ャ
競
技
連
盟

が
女
性
の
活
躍
推
進
に
舵
を
切
っ
た
こ
と
で
、
女

性
の
競
技
人
口
の
増
加
と
競
技
全
体
で
レ
ベ
ル
の

向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
全
国
各
地
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
で
は
、

3
世
代
で
参
加
し
て
い
る
姿
を
見
か
け
ま
す
。
私

は
ボ
ッ
チ
ャ
が
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る

こ
と
に
感
動
し
て
、
2
0
1
9
年
に
ク
ラ
ブ
を
創

立
し
ま
し
た
。
年
間
50
回
開
催
し
て
い
る
体
験
交

流
会
に
は
、
幼
児
か
ら
90
代
が
参
加
し
て
い
ま

す
。
参
加
者
の
あ
る
高
齢
男
性
と
女
性
は
同
級
生

で
、
昔
の
話
に
花
が
咲
き
つ
つ
も
、
コ
ー
ト
上
で

は
ラ
イ
バ
ル
で
す
。
「
や
っ
た
ぞ
！
」
「
悔
し
い

な
ぁ
」
と
笑
い
声
が
絶
え
ま
せ
ん
。
男
女
別
で
競

争
す
る
こ
と
が
向
い
て
い
る
競
技
も
あ
り
ま
す

が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
の
に
性
別
は
関
係
あ
り

ま
せ
ん
。
み
ん
な
に
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
ク

ラ
ブ
で
は
、
だ
れ
も
が
輝
け
る
場
を
提
供
し
つ
づ

け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
ス
ポ
ー
ツ
は
男
女
別
？
」

　
　
　安
中
ボ
ッ
チ
ャ
ク
ラ
ブ
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　高
橋
　貴
子

安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

☆
屋
根
や
水
回
り
な
ど
住
宅
修
理
に
関
す
る
点
検
商
法

　
　
屋
根
や
排
水
管
な
ど
を
点
検
す
る
と
業
者
が
訪
問
し
て
き
て
、
点
検

後
に
「
こ
の
ま
ま
で
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
」
と
言
わ
れ
て
、
契
約
を

し
て
し
ま
っ
た
。

☆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
回
線
の
契
約
ト
ラ
ブ
ル

　
　
料
金
が
安
く
な
る
と
言
わ
れ
て
別
業
者
に
乗
り
換
え
た
け
ど
、
前
よ

り
高
額
に
な
っ
た
、
利
用
し
て
い
る
大
手
電
話
会
社
の
勧
誘
だ
と
思
っ

て
承
諾
し
た
ら
、
他
社
と
の
契
約
に
な
っ
て
い
た
。

☆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
信
販
売
ト
ラ
ブ
ル

　
　
お
試
し
の
つ
も
り
で
商
品
を
購
入
し
た
ら
、
定
期
購
入
に
な
っ
て
い

た
、
ほ
し
か
っ
た
商
品
が
格
安
に
な
っ
て
い
る
サ
イ
ト
を
見
つ
け
て
注

文
し
、
代
金
を
支
払
っ
た
の
に
商
品
が
届
か
な
い
。

☆
架
空
請
求
〝
偽
メ
ー
ル
、
偽
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
〞

　
　
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
が
メ
ー
ル
で
届
き
、
あ
わ
て
て
連
絡
す
る
と

コ
ン
ビ
ニ
で
電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
。
宅
配
便

業
者
な
ど
を
か
た
り
、
個
人
情
報
を
騙
し
取
る
手
口
も
。

☆
訪
問
購
入（
押
し
買
い
）

　
　
不
用
品
の
買
い
取
り
の
は
ず
が
、
強
引
に
貴
金
属
を
買
い
取
ら
れ
た
。

【
問
合
せ
】

　
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
、
メ
ー
ル
な
ど
で
、
少
し
で
も
不
審
な
こ
と
が

あ
れ
ば
、
迷
わ
ず
す
ぐ
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
☎
３
８
２

－

２
２
２
８
）

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
昨
年
度
に
寄
せ
ら
れ
た

相
談
な
ど
か
ら
、
特
に
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
を
ま
と
め
ま
し
た
。

気
を
つ
け
て
ほ
し
い
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

第145回

－

リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

－

問合せ▶安中市学習の森 ふるさと学習館  午前9時～午後5時（入館・ミュージアムショップは午後4時30分まで）
　　　　安中市上間仁田951　☎027－382－7622（ふるさと学習館）　☎027－388－0038（生涯学習施設予約）
　　　 【4月の休館日】4/4（火）、4/11（火）、4/18（火）、4/25（火）

№201

令和4年度
文化財愛護ポスター

優秀賞
松井田小学校（5年）
町田　真生さん

令和5年度　群馬県立歴史博物館　春の特別収蔵品展
「安中藩の名奉行」のご案内

　江戸時代後半の安中藩では、名君と
される藩主・板倉勝明らのもとで現在
の安政遠足侍マラソンの由来とされる
遠足が実施され、優れた学者の著作を
まとめた『甘雨亭叢書』が刊行される
など、注目すべき取り組みがなされま
した。そのような安中藩において郡奉
行などを務めたのが猪狩家です。
　群馬県立歴史博物館　春の特別収蔵
品展「安中藩の名奉行」では、猪狩家
伝来の資料を通じて、安中藩の奉行の
実像とその時代について迫ります。

令和5年度 ふるさと学習館企画展
「浅間山大噴火から240年・「天明三年」を語り継ぐ」連携展示

『天明三年、浅間山噴火、その時安中藩領は』
　「天明三年の浅間焼け・浅間押し」
は天明三年（1783年）に発生した災害
でした。浅間山噴火災害と天明の大飢
饉が重なり、被害地域の風土を考える
うえで、欠くことのできない大規模な
歴史災害であったといえます。
　令和4年（2022年）8月5日が、仏教
でいう240回忌の年を迎えるにあた
り、関係資料や展示を有する県内外
16の機関で、令和4年度から連携企画
を行っています。
　そこで市は「天明三年、浅間山噴火、その時安中藩領は」と題して、パネル展示
を開催します。
　浅間山の噴火の歴史、天明三年の噴火の概要説明、その時の安中藩領の状況・被
害状況をパネルに載せた文献資料や絵図でわかりやすく紹介します。
展示期間▶4月8日（土）～6月26日（月）
展示場所▶ふるさと学習館 2階
入館料▶一般100円、団体80円、高校生以下無料
問合せ▶学習の森ふるさと学習館（☎382－7622）

　ふるさと学習館においても、常設展
示室にて当館所蔵の猪狩家の古文書を
展示しています。
展示期間▼
4月15日（土）～6月4日（日）
展示場所▼
群馬県立歴史博物館

（高崎市綿貫町992－1）
問合せ▼
群馬県立歴史博物館

（☎027－346－5522）

かつあきら

とおあしさむらい

とおあし

き

きん

こおり

浅間山噴火図
安中市指定重要文化財・曽根家古文書より

西征紀行 板倉勝明著
天保6年（1835） 猪狩家文書


